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1．は じめ に

　 色彩好悪 に関する実験美学的研究は、1894年の

Chon に始まる とされる 。 そ の 後、1世紀を経て、

Katz（1999）は大意次の よ うに総括して い る 。
「色彩

理論研究の うち、美の 問題にかかわ らない 分野は長

足の 進歩を遂げて い る。しか し残念な ことに、色彩

好悪の方は、理論 を ともなわな い単なる経験的デー

タが、脈絡な く大量に 蓄積されて きたに とどま っ て

い る 。 」 こ うした状況を招い た理由は、い くつ も考

え られ る。
“

好 き
” “

美 しい
”

な どの こ とばの多義性

やあい まい さもある し、あ らゆる文脈か ら切 り離し

て抽象的に好みを問う とい う方法論に もデー
タ の 不

安定 さをもた らす原因 はあ ろう。しか し、調査 によ

っ て 目的が異なる点も、「脈絡」 の ない蓄積を生む

原因 で も あ ろ う。  好悪 ・美醜の 法則 を色属性 と の

関係で定式化する。  個人差、集団差、時代差 に着

目 して、パ ー
ソナ リテ ィや文化 と結び付ける。  品

物 ・環境 ・作品な ど、特定 の物や色彩使用 意図と の

関係で 、
“

好まれる色
”

をさがそうとする 。 など多

様な接近がなされて きた 。

　 しか し 、   の 快不快進んで は好悪 と色彩尺度との

関係 の 定式化は、好悪実験の 当初か らの 命題で ある

し、「大量に蓄積」 さ れた わ り に実 りは乏 し い けれ

ど も、こ の命題がデー
タ の うえで も論 理的に も却下

され たわ けではない 。 そ こ で本報では 、 NCS 色相

と好悪と の 関係を検討す る。
“
心理 的

”

に構成 され

た シ ス テ ム で あれば、高次な心理反応で ある好悪を、

他 の シス テムよ り単純に 説明する の で はな い か、と

期待で きるか らで ある。

2．方法

色見本を提 示 し て、好悪判断を 求め た 。 色見本は、

NCS 　2editionの色み量の 多い 色の 色相環見本か ら、

色み比率O、20、40、60、80の 計20色と無彩色 3色

を用い た 。 尺度はく好き
一

嫌い〉 の 7段階設定尺度。

被験者は、19才 か ら65才まで の 日本人男女67名。

1999年8月 に集団法で実施 。

3結 果 と考察

　色見本ごとに、集団 の平均値 と標準偏差とを求め 、

分析の対 象と した。結果を図1に示した 。

　 3．1NCS 基本色は好まれ る

　 グ ラ フ は
一

見不規則であ るけれ ども、基本色

YRBG そ し てWS が 、 近隣の色に くらべ て 好まれ て

い る 。 つ ま り、rNCS 基本色は好まれ る。」 と い う

単純な法則性を見せて い る。

　 用いた色見本には、黒み量や色み量に若干の差が

含まれ て い る。そ こ で 念の ため に、それ らと好悪尺

度値 との関係 をみ ると、いずれ も表1の ように無相

関である。そ し て 、色み比率50か らの 色相差と の

間にの み高い有意な相関関係が 認め られ る。色相が

好み を規 定 して いる の で ある 。 ちなみ に 、 換算 した

マ ンセ ルの 明度お よび彩度と も無相関で あ る。また

マ ン セ ル の 主要5色 との色相差 も好悪尺度値 とは無

相関で ある。したがっ て 、NCS 色相の みが規定力

をもつ こ とに なる 。 なお 、マ ン セル の5Bは NCS の B

よ りもかな り緑寄 りで あり、あくまで もNCS 基本

色 の 方 が好まれて い る 。 さ ら に 、マ ン セル の 主 要5

色に はPが含 まれる が、好悪に関す るか ぎり他 の主

要色と同列で はな い。黄赤青緑の ヘ リングの心理原

色か ら展開された4色が好まれる の であ る。

　 3．2　色彩好悪の 個人 差の 問題

　 20色 × 67人 の生デー
タを因子分析する と、 固有

値1を基準に して 、 4因子が得られた 。第1因子 の負

荷量 は、上述 の好悪 尺度値に
一致し て おり、共通因

子 とみな し た い。第 2因子以 降は 、特定 の色 を好む

とい うよ りも、ある広が りを も っ て 中間色相を好ま

表 1 ． 好悪尺度値 と色属性との 相関係数

　 　 　 　 　NCS 　 　 　 　 　 　 　 　 マ ン セ ル

黒み量

色み量

白み量

色相差
1）

一．09

．25

．03

．74※※

明度

彩度

色相差
2）

．34
．10
−．17

1＞ NCS 色み 比 率 50か らの 色相差

2）マ ン セ ル 5主要色の 中間の 色相か らの 色相差
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ない、とい う形 をとる。第 2因子は黄緑と黄赤、第

3因子は 青緑、第4因子は赤青 （紫）をそれぞれ好 まな

い 。少な くとも、第2因子 以降に基本色を嫌 う傾向

は認め られ ない。

　 と こ ろで 、 今回 の好悪 尺度値の示 したよ うな傾向

が 、従来 の デー
タ で 頻出して い る わ けではない 。そ

の 理由は 、次の よ うに理解 した い 。 集団の 代表値は、

4因子が合成されて い る 。 したが っ て、集団の 中で

の 4タイプの人 口比 が異なけば、代表値も変化し、

必ず し も基本色嗜好 は表面化 しな い 、と。

　 3．3　若干 の 傍証

　 基本色相 へ の好みは、過去の データか らもうか が

える 。 図2は 、 日本人を対 象と した大 規模なサ ンプ

リング調査 で あ り、色見本も 75色用 い られ て い る e

個々 の 色見本で はな く、 ト
ー

ン をまとめて色相 とし

て の好みをみ ると、少なくとも中間色相へ の消極的

な反応 は確認で きる 。 こ の 種の方法に よる初期の調

査例（橋本 ・相馬 1956）で も、同様に集計する と、

類似の傾向が読み とれ る 。

　 表 2は、日本色彩研究所が 1955年以 来続けて いる

女性服装色の 実態調査か らと っ た。同調査は系統色

名で整理され て い るため直接的な比較はむ つ か しい

が、平均出現率の 低位は い ずれ も中間色相である。

Fechner 流に い えば使用法 と い うことになるが、33

年間の 実態の重みは貴重で あろ う。
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4． おわ りに

　 NCS 色相に つ い て の 好 悪調査 か ら、基本色は好

まれ、中間色は好まれ にく い とい う結果が得 られた。

NCS 色相尺度構成の発想と併せ て 考えれば、「色彩

好悪 」 には情緒の 水準以前に、視覚系の神経生理的
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　図2． 過去の 色彩好悪調査 データか ら

表 2 ．女性服装色実態調査 で 出現率が低い 色

　　　 （33年間平均 1％未満　春秋共通）

オ リーブグ リーン　　イ エ ロ ーグリ
ー

ン

ター
コ イ ズ 　　 ブル ー

グリ
ー

ン

バ イオ レ ッ ト　　ライ ラ ッ ク

ラベ ン ダー

な仕組み に規定されると ころがある、とみな したい 、

情緒的要因の存在 を否定するわ けで はない けれど

も、好き嫌い の反応に は、神経系の仕組み に 支配さ

れた視 覚的な快不快が含 まれる。換言す れば、視覚

系の仕組みに合致 した色は 、 快 さをもた らす、と考

えた い 。もち ろん色の
“
よさ

”

が直接的に基 本色に

規定されるわけで はな く、たとえ ば
“
面白さ

”
や

“
楽しさ

”

に は こ うし た快か らの ズ レが反映す る の

ではな かろ うか。中間色相の発掘である 。 今後blue
seven 　phenQmenon な らぬelementary 　color

phenomenon を、命名や記憶色など認知 レベ ル の

問題に つ い て、また文化比較な どか ら検 討 で きれ ば、

と考 え て い る 。
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